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 1 第二次品川区環境計画の策定にあたって

本環境計画の策定方針・位置付け

 

 

品川区地球温暖化対策地域推進計画

品川区地球温暖化防止対策実行計画

品川区まちづくりマスタープラン 

< 第二次品川区環境計画の策定方針 >

(1) 策定方針

（対象範囲：品川区全体）

（対象範囲：区の事業）

 

3 計画期間

品川区基本構想

暮らしが息づく国際都市、品川区をつくる

伝統と文化を育み活かす品川区をつくる

区民と区との協働で、『私たちのまち』品川区をつくる

　平成20年（2008年）４月に策定された「品川区基本構想」で示された3つ
の基本理念を、本環境計画における策定の方針としました。

　本計画の期間は、平成25年度（2013年度）から平成34年度（2022年度）まで
の10年間とします。

○ 品川区では、平成15年（2003年）に「品川区環境計画」を策定しました。
○ 策定以降、地球温暖化対策や生物多様性保全に対する機運の高まりや、東日

本大震災を境としたエネルギーに対する関心の高まりなど、社会変化に対応
する取り組みが求められています。

○ 本環境計画は、新たな10年間に向けた環境保全・創出に関する指針と、区民
・事業者・区の具体的な行動を提示し、環境保全・創出の取り組みを推進す
ることを目的とします。

○ この目的を達成するために、中長期の定量的な目標や、優先的に取り組むべ
き重点プロジェクトを設定し、より具体的かつ実効性のある計画としました。

品川区長期基本計画

品川区の個別計画

品川区総合実施計画

国・都の諸計画

品川区環境計画
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将来像と基本目標・共通目標
 

 

＜ 将 来 像 ＞ 

みんなで創る環境都市  しながわ 
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＜ 将 来 像 ＞ 

みんなで創る環境都市  しながわ 

基本目標 1 持続可能な地域社会を実現する（地球環境） 

＜低炭素社会を実現する＞  

省エネルギーの推進や、地域の特性に見合った再生可能エネルギーの導入など、

エネルギーの適正利用を推進するとともに、エネルギー効率の高い都市基盤が整

備された低炭素社会の実現を目指します。 

 

＜循環型社会を実現する＞  

3R の推進やごみ処理体制を充実し、良好な資源循環を確保することにより、

廃棄物の発生を抑制し、環境への負荷の少ない、循環型社会の実現を目指します。 

 

基本目標 2 水とみどりがつなぐまちを実現する（自然環境） 

河川・運河などの水辺や、街路樹・公園などのみどりの質と量を向上させ、さ

らにそれらの連続性を確保することにより、自然を身近に感じることができる、

やすらぎのあるまちを目指します。 

 

基本目標 3 健全でやすらぎのある生活環境を実現する（生活環境） 

産業型公害や生活型公害を防止し、清らかな空気や水、清潔な街並みなどを実

現することにより、良好な生活環境を確保します。 

 

基本目標 4 快適で豊かなまちをみんなで伝え創り育てる（快適環境） 

歴史的・文化的環境の保全、良好な景観の形成、身近なみどりや河川の整備な

どを通じて、水とみどりと歴史をいかした、潤いとやすらぎを感じられる豊かで

快適な環境を創造します。 

 

共通目標 環境教育・環境コミュニケーションを充実する（共通） 
区民・事業者・区がそれぞれの責務と役割を果たすため、正しい知識を獲得で

き、環境の重要性を実感できる体験の機会や場を創出し、「環境」を通して地域

の絆を深め、子どもから大人までみんなで環境保全・創出に取り組みます。 
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 5 施策の体系
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運用 

区施設における省

エネルギー活動 

公共事業における

環境保全・創出の

推進 

職員による環境学

習への取り組み 

調達における環境

保全・創出への配

慮 

環境情報の収集・

発信 

区民や地域団体と

の協働による環境

保全活動の推進 

環境に配慮した事

業活動の推進 

環境を活用した事

業活動の推進 

学校などにおける

環境教育の推進 

区民参加型の環境

学習の推進 

区民参加型の環境

イベントの開催 

多様な品川らしさ

を踏まえたまちづ

くりへの活用 

歴史あるまちの景

観の再生と活用 

生活に密着した住

宅景観の保全と誘
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新たなまちの景観

の整備と誘導 

身近な環境資源の

発掘・創出の推進 

ユニバーサルデザ

インのまちづくり

の推進 

利便性の高い公共

交通網の整備 

安全な歩行者・自

転車の空間整備 

工場などに対する

指導 

区内の環境モニタ

リングの実施 

アスベスト対策の

実施 

土壌汚染対策の実

施 

建築物の建設、解

体に関する環境指

導の実施 

自動車排出ガスに

対する対策の推進 

水とみどりの骨格

形成 

健全な水循環の確

保 

河川・運河の水質

改善 

生物生息空間の保

全・再生 

施設のエコアップ 

継続的な生物生息

状況の把握 

区内の水とみどり

のネットワークの

充実 

地域緑化の推進 

水辺空間の整備・

活用 

小スペースを活か

したみどりづくり 

魅力ある公園づく

り 

普及啓発活動の推

進 

水とみどりの活動

表彰 

水とみどりの人材

の育成 

基金の推進 

区民との協働 

歴史・文化を伝え

る資源の保全・活

用 

 

水とみどりを活か

したにぎわいづく

り 

低炭素社会を実現する 循環型社会を実現する 

家庭ごみの発生抑

制 

事業系ごみの発生

抑制 

区民の自主的な活

動の支援 

区の資源回収事業

の推進 

事業系リサイクル

の推進 

環境情報の積極的

な発信 

事業系ごみの適正

な排出の推進 

きれいなまちづく

りの推進 

情報の収集・発信の

充実 

地球温暖化対策に関

する参加型イベント

の開催 

関連計画の推進・進

行管理 

区民などが参加可能

な再生可能エネルギ

ー導入の仕組みの検

討 

他自治体との連携に

よる取り組みの検討 

家やオフィスでの省
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施設の省エネルギー

化の推進 

家庭や事業所、公共

施設への再生可能エ

ネルギーなどの導入

推進 

スマートコミュニテ

ィの構築に向けた検

討の実施 

防災拠点における災

害時のエネルギーの

自立を検討 

環境配慮型自動車の

利用促進および有効

活用の検討 
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家庭ごみの適正な

排出の推進 

再使用の推進 

区民参加の推進 

効率的で環境負荷

の少ない収集体制 

放射能への取り組

み 

みんなで創る環境都市　しながわ
＜将来像＞

基本目標１（地球環境）

持続可能な地域社会を実現する
基本目標２（自然環境）

水とみどりがつなぐまちを実現する
基本目標３（生活環境）

健全でやすらぎのある生活環境を実現する
基本目標４（快適環境）

快適で豊かなまちをみんなで伝え創り
育てる

共通目標（共通）

環境教育・環境コミュニケーションを
充実する

路面などの温度上昇
の抑制の推進
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 6 指標・目標

５ 6

重点プロジェクト7

指標・目標 
施策の方向性 

指標 基準値 目標値 

基本目標１ 
①地球温暖化を防ぐ仕組み

を作る 
品川区の CO2 排出量 

1,765 千 t-CO2 
(H18) 

1,324 千 t-CO2 
(H32) 

②日常の生活における温室
効果ガス排出を減らす 

一世帯当たりの品川区
の家庭部門 CO2 排出
量 

2.6t-CO2/世帯  
（H21） 

1.7t-CO2/世帯 
（H32) 

③低炭素のまちをつくる 公共施設への再生可
能エネルギー導入量 

23 施設（H24）  
導入施設数の増
（H34） 

低炭素
社会を
実現す
る 

④みんなで地球温暖化対策
に取り組む 

地球温暖化防止に関
する環境講座の継続
的な開催 

年 2 回開催 

年 2 回以上開催 
（1 回当たりの受
講者数 20 人以
上） 

⑤ごみの発生抑制を推進す
る 

区民一人一日あたりの
収集ごみ量 

567g/人・日 
（H23） 

440g/人・日 
（H34） 

⑥リサイクルを推進する 資源化率 26％（H23） 31％（H34） 

⑦情報提供と区民参加を推
進する 

スケルトン車両を使っ
た環境学習 

保育園・幼稚園：27
園 
小学校：11 校 

継続して実施 

循環型
社会を
実現す
る 

⑧きれいなまちを目指す 世論調査などによる環
境意識アンケート 

－ 
環境満足度の向
上 

基本目標２ 
①水とみどりを守り育てる 河川における環境基

準の達成状況 

全地点において環

境基準達成 

環境基準達成を

維持 

②水とみどりが身近にある豊かな暮ら

しをつくる 

水辺に親しめる空間の

整備・開放 
－ 

  

③品川らしい水とみどりを継承しまち

づくりに活かす 

④みんなでみどりを育む 

みどり率の増加 
21.2% 

(H21) 

22.6% 

(H33) 

基本目標３ 
①すこやかなくらしを守る 

②きれいな空気を守る 

大気測定局における

環境基準の達成状況 
3 局中 2 局で 達成 全局で達成 

基本目標４ 
①人にやさしい地域づくりを目指す 放置自転車・放置バイ

クの撤去台数 

21,119 台 

（H23） 

前年比減を毎年

継続（H34） 

②魅力ある街並みをつくる 景観「重点地区」の指

定地区数 

1 地区 

（H24） 

4 地区 

（Ｈ30） 

共通目標  
①区として率先して環境保全活動に 

取り組む 

庁舎などからの単位 

床面積あたりの CO2 

排出量 

 
 

②パートナーシップを育てる エコパワーカンパニー

の認定事業所数 

46 事業所 

（Ｈ23）  

③環境学習を推進する 体験型の環境学習 

機会の提供 
未実施 

年 間 1 回 以 上 

開催 

 

0.0364t-CO2/㎡

(H21)

0.0346t-CO2/㎡

基準年比で 5 ％

減（Ｈ29）

　下表に示すとおり各基本目標および共通目標に1つずつ、計5つの重点プロジェク
トを選定しました。

基本目標 ・ 共通目標

基本目標１（地球環境）

持続可能な地域社会を

実現する

重点プロジェクト1

民間活力を活用した再生

可能エネルギーの導入推

進プロジェクト

重点プロジェクト2

水質改善による水辺の

魅力アッププロジェクト

重点プロジェクト3

電気自動車等の有効活

用プロジェクト

重点プロジェクト4

身近にある「大切な環境」

発見プロジェクト

重点プロジェクト5

体験型環境学習の充実

プロジェクト

基本目標２（自然環境）

水とみどりがつなぐまち

を実現する

基本目標３（生活環境）

健全でやすらぎのある生

活環境を実現する

基本目標４（快適環境）

快適で豊かなまちをみん

なで伝え創り育てる

共通目標

環境教育・環境コミュニ

ケーションを充実する

　区の施設、民間の施設などへの再生可能

エネルギーの導入促進を図るため、民間の

活力（知恵、技術、資金など）を活用する

仕組みを検討します。

　勝島運河の水質悪化の原因となっている

大雨時の初期雨水放流を防ぐため、一時的

に初期雨水を貯留する施設整備を実施し、

勝島運河の水質改善を図ります。

　これにより、人がふれあい親しめる水環

境の実現の促進を目指します。

　区として、率先して電気自動車等を有効

活用する方策を検討し、電気自動車等の普

及を促進することを目的とします。

　また、庁有車として電気自動車を導入す

る場合には、非常時の「蓄電池」として位

置付け、区内に分散電源を確保することを

目指します。

　区民が身近にある「大切な環境」に気づ

き、目を向けてもらうために、「身近にある

大切な環境コンテスト」の開催を目指しま

す。

　発掘された大切な環境は、地域で共有し、

地域の「環境資源」にまで育て、それらを

区のまちづくりや環境行政に反映していき

ます。

　小中学生や地域を対象に、環境行政の「現

場」を体感できる体験型環境学習プログラ

ムを立案し、学校教育や地域活動との連携

を目指します。

プロジェクト名称 概要

認定事業所数の

増（H34）

5 ヶ所以上（新規）

(H33)
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 計画の推進体制・進行管理８

［発行元］
品川区　都市環境事業部 環境課
品川区広町 2-1-36　TEL03-5742-6749　http://www.city.shinagawa.tokyo.jp/

 
 

(1) 推進体制

(2) 進行管理

 

 

役 割 

○ 日常生活における環境配慮 
○ 区民団体などによる保全活動

 
○

 
行政への協力

 

＜区民（区民団体を含む）＞ 

＜事業者（団体を含む）＞

役 割 

○ 事業活動における環境配慮 
○

 
環境保全技術、環境保全製品な

どの研究、開発、普及
 

○
 
地域の環境保全への貢献

 

＜事業者（団体を含む）＞ 

 
 

（区民、事業者、団体の代表者お
よび有識者で構成） 

役 割 

○ 指標の目標達成状況の確認 

○ 重点プロジェクトの進捗確認 
○

 
取り組み内容への意見提出

 

＜環境活動推進会議＞ 

 
役 割 

○ 事務事業の推進 
○

 
区民・事業者の取り組みを

サポート
 

○

 

区民・事業者への普及啓発

＜区＞ 

環境対策推進会議（部長級）

 

報 告 

助言など

連 携 連 携 

連 携 

環境対策庁内会議（課長級）

 
重点プロジェクト推進協議

（仮称） 

①計画（施策）の立案

②計画（施策）の実施 
⑥次年度の計画 
（施策）の立案 

④集計結果公表 
（ホームページなど） 

⑤事業の見直し 

③進捗状況、実績の 
調査・集計 

区民意見 
事業者意見  など 

ACTION
CHECK

DO

PLAN

　本計画は、区民・事業者・区の連携により推進していきます。

　本計画は、PDCAによる進行管理を行います。


